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つ な ん じ か ん

柿もぎ

町のあちこちで見かける柿の木

もちろん天候や木によっては

さまざまかもしれませんが

柿の木は２年に一度、

大豊作の年になるんだとか�

軒先で干して渋抜きしている風景は

まさに秋の風物詩ですね



町では津南音声訳の会さんに広報つなんの音声訳を委託しています。
お聞きになりたいかたはホームページをご覧いただくか、詳しくは総務課（℡765-3112）までお問い合わせください。
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広報 4平成28年11月号

日
本
一
長
く
て
、日
本
一
短
い
花
火

Ｇ
Ｅ
Ｏ
河
岸
段
丘
花
火
２
０
１
６

ま
ち
か
ど
ス
ケ
ッ
チ
特
別
編

たくさんの人の協力があってこそ 講習を受ける打ち上げ参加者

メイン会場

　マウンテンパーク津南

沖ノ原台地

秋山郷のポイントをまとめてくれている栄村
有志と打上参加者



5 広報 平成28年11月号

平
成
28
年
10
月
29
日
午
後
７
時
。

長
野
県
栄
村
切
明
を
ス
タ
ー
ト
し

た
花
火
は
途
中
秋
山
郷
に
15
箇
所

あ
る
打
ち
上
げ
ポ
イ
ン
ト
を
、
中

津
川
を
下
る
よ
う
に
30
秒
で
駆
け

ぬ
け
る
。

そ
の
後
、
米
原
面
、
朴
ノ
木
坂

面
、
貝
坂
面
、
正
面
面
、
割
野
面
、

押
付
面
と
順
に
打
ち
上
げ
ら
れ
、

最
後
は
マ
ウ
ン
テ
ン
パ
ー
ク
津
南

の
尺
玉
と
一
斉
に
打
ち
上
げ
。
こ

の
間
、
わ
ず
か
60
秒
。

あ
っ
と
い
う
間
に
終
了
す
る
こ

の
花
火
大
会
は
ま
さ
に
「
見
逃
せ

な
い
」

打
ち
上
げ
に
参
加
す
る
ほ
う
も

ド
キ
ド
キ
だ
。
火
を
付
け
る
タ
イ

ミ
ン
グ
も
決
ま
っ
て
い
る
。

花
火
に
は
一
つ
ひ
と
つ
に
オ
ー

ナ
ー
の
想
い
が
こ
も
っ
て
お
り
、

や
り
直
し
が
効
か
な
い
、
一
発
勝

負
だ
。

前
日
か
ら
の
雨
も
、
午
後
か
ら

あ
が
り
、
あ
た
り
を
覆
っ
て
い
た

霧
も
打
ち
上
げ
時
間
間
際
に
な
っ

て
取
れ
た
。

ド
キ
ド
キ
な
の
は
カ
メ
ラ
マ
ン

も
一
緒
だ
。
一
年
に
一
回
し
か
な

い
こ
の
イ
ベ
ン
ト
。
撮
り
直
し
が

効
か
ず
、
長
年
の
カ
ン
を
頼
り
に
、

シ
ャ
ッ
タ
ー
を
き
る
。
終
わ
っ
た

あ
と
に
各
々
が
画
像
を
確
認
し
て

こ
れ
ま
た
一
喜
一
憂
。

打
ち
上
げ
オ
ー
ナ
ー
、
打
ち
上

げ
参
加
者
、
カ
メ
ラ
マ
ン
、
花
火

を
見
に
来
た
人
、
そ
れ
ぞ
れ
が
そ

れ
ぞ
れ
に
こ
の
大
地
を
楽
し
む
。

こ
こ
で
し
か
出
来
な
い
花
火
。

儚
い
１
分
間
の
花
火
。

今
年
も
無
事
に
打
ち
上
げ
ら
れ

ま
し
た
。
ま
た
来
年
の
お
楽
し
み
。

つなん火焔太鼓のみなさん 十日町大太鼓雪花会のみなさん

米原面

マウンテンパーク津南展望台より（撮影／小島宗一様）

朴ノ木坂面

貝坂面

正面面

割野面

押付面

イベントの盛り上げに欠かせない商工会青年部のみなさん
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か
わ
ら
ば
ん

暮らしの
情報満載

見
て
・
知
っ
て
・
得
を
す
る

陸海空　自衛官候補生・高等工科学校生徒募集
募集対象 募集資格 受付期限 試験日 試験会場

自衛官候補生
（男子）

日本国籍を有し平成 29
年 4 月 1 日現在 18 歳以
上 27 歳未満の者（平成
2 年 4 月 2 日 か ら 平 成
10 年 4 月 1 日 ま で の 間
に生まれた者）

平成 28 年 12 月 16 日㈮
平成 29 年 1 月 14 日㈯
　　　　　1 月 15 日㈰

陸上自衛隊
　高田駐屯地
　新発田駐屯地

平成 29 年 1 月 27 日㈮
平成 29 年 2 月 11 日㈯
　　　　　2 月 12 日㈰

平成 29 年 2 月 17 日㈮ 平成 29 年 3 月 4 日㈯

陸上自衛隊
高等工科学校生徒

日本国籍を有し平成 29
年 4 月 1 日現在 15 歳以
上 17 歳未満の者（平成
12 年 4 月 2 日 か ら 平 成
14 年 4 月 1 日 ま で の 間
に生まれた者）

推薦採用
平成 28 年 11 月 1 日㈫

から
平成 28 年 12 月 2 日㈮

平成 29 年 1 月 7 日㈯
から 9 日㈪までの間の
指定する 1 日

陸上自衛隊高等工科学校
（神奈川県）

一般採用
平成 28 年 11 月 1 日㈫

から
平成 29 年 1 月 6 日㈮

1 次試験
平成 29 年 1 月 21 日㈯

長岡地方合同庁舎

2 次試験
平成 29 年 2 月 2 日㈭
から 5 日㈰までの間の
指定する 1 日

陸上自衛隊
　高田駐屯地

■お問い合わせ　　自衛隊新潟地方協力本部長岡出張所
　　　　　　　　　TEL.0258-33-0256
　　　　　　　　　「新潟地本」と検索　　　　　

　

平
成
29
年
４
月
に
採
用
す
る
津
南
町
職
員
を

次
の
と
お
り
再
募
集
し
ま
す
。

１　

職
種
及
び
採
用
予
定
人
員

　
　

保
育
士　

１
名
程
度

２　

受
験
資
格

⑴
昭
和
61
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
者
で
、

保
育
士
の
資
格
を
有
す
る
者
又
は
平
成
29
年

３
月
31
日
ま
で
に
同
資
格
取
得
見
込
み
の
者

⑵
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
は
受
験
で
き

ま
せ
ん
。

・
日
本
の
国
籍
を
有
し
な
い
者

・
成
年
被
後
見
人
又
は
被
保
佐
人
（
準
禁
治
産

者
を
含
む
。）

・
禁
こ
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、
そ
の
執
行
が

終
わ
る
ま
で
、
又
は
執
行
を
受
け
る
こ
と
が

な
く
な
る
ま
で
の
者

・
津
南
町
職
員
と
し
て
懲
戒
免
職
の
処
分
を
受
け
、

当
該
処
分
の
日
か
ら
２
年
を
経
過
し
な
い
者

・
日
本
国
憲
法
施
行
の
日
以
後
に
お
い
て
、
日

本
国
憲
法
又
は
そ
の
下
に
成
立
し
た
政
府
を

暴
力
で
破
壊
す
る
こ
と
を
主
張
す
る
政
党
そ

の
他
の
団
体
を
結
成
し
、
又
は
こ
れ
に
加
入

し
た
者

津
南
町
職
員（
保
育
士
）

採
用
試
験
実
施
に
つ
い
て

３　

試
験
日
時
及
び
会
場

⑴
第
１
次
試
験

①
期　

日　

平
成
29
年
１
月
29
日
㈰

②
試
験
場　

津
南
町
役
場

③
試
験
の
方
法

　

ア　

教
養
試
験

　

公
務
員
と
し
て
必
要
な
一
般
的
知
識
及
び
知
能

に
つ
い
て
択
一
式
に
よ
る
筆
記
試
験
を
行
い
ま
す
。

　

イ　

専
門
試
験

　

専
門
知
識
及
び
能
力
に
つ
い
て
択
一
式
に
よ
る

筆
記
試
験
を
行
い
ま
す
。

　

ウ　

一
般
性
格
診
断
検
査

　

職
務
及
び
職
場
へ
の
適
応
性
に
つ
い
て
択
一
式

に
よ
る
検
査
を
行
い
ま
す
。

（注）
１　

教
養
試
験
は
、短
期
大
学
卒
業
程
度
で

行
い
ま
す
。

（注）
２　

教
養
試
験
及
び
専
門
試
験
の
科
目
別
の

出
題
分
野
は
、次
の
と
お
り
で
す
。

●
教
養
試
験　

社
会
、人
文
及
び
自
然
に
関
す
る

一
般
知
識
並
び
に
文
章
理
解
、判
断
推
理
、数

的
推
理
及
び
資
料
解
釈
に
関
す
る
一
般
知
能

●
専
門
試
験　

社
会
福
祉
、児
童
家
庭
福
祉（
社

会
的
養
護
を
含
む
。）、保
育
の
心
理
学
、保
育

原
理
、保
育
内
容
及
び
子
ど
も
の
保
健（
精
神

保
健
を
含
む
。）

④
合
格
発
表　

２
月
中
旬
に
決
定
し
、受
験
者
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ア
イ
ヌ
で
あ
る
こ
と
を
理
由
に
、日
常
生
活

で
お
困
り
の
こ
と
、嫌
が
ら
せ
、差
別
、悩
み
ご

と
何
で
も
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
相
談
専
用
電
話

　

℡
０
１
２
０
‐
７
７
１
‐
２
０
８

　

ア
イ
ヌ
の
か
た
が
た
の
た
め
の
専
用
フ
リ
ー

ダ
イ
ヤ
ル

■
受
付
日
時　

月
曜
日
～
金
曜
日　

午
前
９
時

～
午
後
５
時（
祝
日
、12
月
29
日
～
１
月
３
日
を

除
く
）

■
相
談
無
料�

・�

匿
名
可�

・�

秘
密
厳
守

■
お
問
い
合
わ
せ

　

公
益
財
団
法
人　

人
権
教
育
啓
発
推
進
セ
ン
タ
ー

　

〒
１
０
５
‐
０
０
１
２　

東
京
都
港
区
芝
大
門
２

‐
10
‐
12　

Ｋ
Ｄ
Ｘ
芝
大
門
ビ
ル　

４
階

　

12
月
４
日
㈰
か
ら
10
日
㈯
は「
人
権
週
間
」で

す
。こ
の
機
会
に
人
権
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま

せ
ん
か
。人
権
擁
護
委
員
協
議
会
と
法
務
局
で

は
、「
み
ん
な
で
築
こ
う　

人
権
の
世
紀　

～
考

え
よ
う　

相
手
の
気
持
ち　

未
来
へ
つ
な
げ
よ

う　

違
い
を
認
め
合
う
心
～
」を
目
標
と
し
て
、

人
権
を
守
る
活
動
を
し
て
い
ま
す
。こ
の
週
間

に
特
設
人
権
相
談
所
を
開
き
ま
す
。ど
ん
な
小

さ
な
悩
み
で
も
一
緒
に
考
え
ま
す
の
で
、お
気

軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。相
談
は
無
料
で
秘
密

　

交
通
事
故
な
ど
、犯
罪
の
被
害
に
あ
っ
た
の
に
、

検
察
官
が
そ
の
事
件
を
裁
判
に
し
な
い（
不
起

訴
と
い
い
ま
す
。）の
は
ど
う
も
納
得
で
き
な
い
。

　

こ
の
よ
う
な
不
満
を
お
持
ち
の
か
た
は
、遠

慮
な
く
検
察
審
査
会
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

長
岡
検
察
審
査
会
事
務
局

　
（
新
潟
地
方
裁
判
所
長
岡
支
部
内
）

　

℡
０
２
５
８
‐
３
５
‐
２
１
８
２

　

労
働
者（
パ
ー
ト
、ア
ル
バ
イ
ト
を
含
む
）を

一
人
で
も
雇
っ
て
い
る
事
業
主
は
労
働
保
険

（
労
災
保
険
・
雇
用
保
険
）に
加
入
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　

労
働
保
険
は
、労
災
保
険
・
雇
用
保
険
の
各
種

給
付
金
の
ほ
か
、雇
用
の
安
定
の
た
め
に
事
業

主
に
支
給
さ
れ
る
助
成
金
な
ど
の
各
種
支
援
制

度
も
設
け
ら
れ
て
お
り
、労
働
者
は
も
と
よ
り

事
業
主
の
た
め
に
も
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
制

度
で
す
。

　

ま
た
、昨
今
で
は
労
働
保
険
未
加
入
事
業
所

で
労
災
事
故
が
発
生
し
た
際
、療
養
費
や
休
業

に
伴
う
補
償
を
当
該
事
業
主
に
対
し
て
損
害

賠
償
請
求
す
る
ケ
ー
ス
も
み
ら
れ
、事
業
主
に

と
っ
て
大
き
な
負
担
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
だ
、労
働
保
険
の
加
入
手
続
き
を
行
っ
て

い
な
い
事
業
主
は
、管
轄
の
労
働
基
準
署
ま
た

は
公
共
職
業
安
定
所（
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
）で
加
入

手
続
き
を
と
ら
れ
る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

ご
不
明
な
点
は
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

新
潟
労
働
局
労
働
保
険
徴
収
課

　

℡
０
２
５
‐
２
８
８
‐
３
５
０
２

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
十
日
町

　

℡
７
５
７
‐
２
４
０
７

　

十
日
町
労
働
基
準
監
督
署

　

℡
７
５
２
‐
２
０
７
９

ア
イ
ヌ
の
か
た
が
た
か
ら

の
様
々
な
ご
相
談
を

お
受
け
し
ま
す

「
人
権
週
間
」と

　
　
「
特
設
人
権
相
談
」

ご
ぞ
ん
じ
で
す
か
？

　
　
　
　
　

検
察
審
査
会

一
人
で
も
雇
っ
た
ら
、

　

  

労
働
保
険
に
必
ず
加
入

～
入
る
こ
と
で
、社
員
を

　
　

 

支
え
、会
社
を
守
る
～

は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

■
特
設
人
権
相
談
所
の
日
時
、会
場

12
月
１
日
㈭

・
午
前
10
時
～
正
午
ま
で

　

十
日
町
市
上
山　

十
日
町
市
役
所
中
里
支
所

・
午
後
１
時
～
３
時
ま
で

　

十
日
町
市
馬
場　

水
沢
公
民
館

12
月
２
日
㈮

・
時
間　

午
前
10
時
～
正
午
ま
で

　

十
日
町
市
仁
田　

橘
高
齢
者
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー

・
時
間　

午
前
10
時
～
正
午
ま
で

　

十
日
町
市
松
代　

十
日
町
市
社
会
福
祉
協
議

会
松
代
支
所

■
お
問
い
合
わ
せ

　

新
潟
地
方
法
務
局
十
日
町
支
局

　

℡
０
２
５
‐
７
５
２
‐
２
５
７
５

全
員
に
結
果
を
通
知
し
ま
す
。

⑵
第
２
次
試
験

①
期
日
等　

３
月
上
旬
に
津
南
町
役
場
で
実
施

す
る
予
定
で
す
。

　

試
験
の
日
時
、場
所
等
に
つ
い
て
は
、決
定
次

第
対
象
者
に
通
知
し
ま
す
。

４　

受
験
申
込
期
間
及
び
場
所

⑴
申
込
期
間　

平
成
28
年
11
月
22
日
㈫
か
ら
平

成
28
年
12
月
19
日
㈪
ま
で

（注）
１　

郵
送
の
場
合
は
、12
月
19
日
必
着
分
ま

で
受
け
付
け
ま
す
。

（注）
２　

持
参
の
場
合
は
、午
前
８
時
30
分
か
ら

午
後
５
時
15
分
ま
で（
た
だ
し
、土
・
日

曜
日
及
び
祝
祭
日
を
除
き
ま
す
。）受
け

付
け
ま
す
。

⑵
申
込
場
所　
　

津
南
町
役
場　

総
務
課

５　

受
験
手
続

⑴
申
込
書
の
請
求
先

　

津
南
町
役
場　

総
務
課
総
務
班

　

〒
９
４
９
‐
８
２
９
２

　

新
潟
県
中
魚
沼
郡
津
南
町
大
字
下
船
渡
戊

５
８
５
番
地

℡
０
２
５
‐
７
６
５
‐
３
１
１
２（
内
線
２
２
２
）

※
津
南
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
様
式
を
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

⑵
申
込
方
法

　

受
験
申
込
書
に
所
要
事
項
を
記
入
、押
印
し
、

写
真（
縦
４
㎝
、横
３
㎝
）１
枚
を
貼
り
、他
に
２

枚
を
添
付
し
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

⑶
そ
の
他

　

不
明
な
点
は
、津
南
町
役
場
総
務
課
総
務

班（
℡
０
２
５
‐
７
６
５
‐
３
１
１
２
内
線

２
２
２
）ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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風
邪
・
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
注
意
!!

日
常
生
活
で
気
を
つ
け
た
い
事

　

11
月
も
後
半
に
な
り
朝
晩
の
冷
え
込
み
も

増
し
て
き
ま
し
た
。み
な
さ
ん
、風
邪
を
ひ
い
て

い
ま
せ
ん
か
？
気
温
が
下
が
る
こ
の
時
期
は
、

風
邪
を
引
き
や
す
い
時
期
で
す
。同
時
に
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
に
も
注
意
が
必
要
で
す
。　

１　

う
が
い
、手
洗
い
を
す
る

　

う
が
い
は
の
ど
を
う
る
お
し
乾
燥
を
防
い
で

く
れ
ま
す
。ま
た
口
の
周
囲
も
一
緒
に
洗
う
と

ウ
イ
ル
ス
の
侵
入
を
防
い
で
く
れ
ま
す
。手
洗

い
は
石
鹸
で
一
分
以
上
が
効
果
的
で
す
。普
段

か
ら
外
出
後
は
、手
洗
い
、う
が
い
を
習
慣
に
し

ま
し
ょ
う
。

２　

バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
と
ビ
タ
ミ
ン
補
給

　

栄
養
の
偏
り
や
食
べ
過
ぎ
は
体
の
調
子
を
崩

し
ま
す
。お
酒
の
飲
み
す
ぎ
も
同
様
で
す
。免
疫

力
は
体
の
状
態
に
左
右
さ
れ
や
す
い
で
す
。

　

栄
養
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
て
３
食
、適
量
を
と

る
よ
う
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

３　

十
分
な
睡
眠
を
と
る

　

睡
眠
不
足
か
ら
く
る
疲
れ
や
ス
ト
レ
ス
は
風

邪
や
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
対
抗
す
る
免
疫
力
を

弱
め
て
し
ま
い
ま
す
。疲
れ
の
サ
イ
ン
に
早
く

気
づ
き
、十
分
な
睡
眠
を
と
り
ま
し
ょ
う
。

４　

適
度
な
運
動
を
す
る

　

一
日
の
中
で
適
度
な
運
動
を
す
る
と
血
液
循

環
が
よ
く
な
り
体
温
を
上
昇
さ
せ
体
の
調
子
を

整
え
ま
す
。ま
た
乾
布
摩
擦
で
皮
膚
を
鍛
え
る
の

も
効
果
的
で
す
。寒
さ
の
刺
激
に
強
く
な
り
ま
す
。

５　

適
度
な
温
度
、湿
度
を
保
つ

　

ウ
イ
ル
ス
は
気
温
の
低
い
と
こ
ろ
と
乾
燥

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
活
動
が
活
発
に
な
り
ま

す
。活
動
を
抑
え
る
た
め
に
は
、室
温
を
22
℃
～

25
℃
に
保
つ
、加
湿
器
の
使
用
、洗
濯
物
、濡
れ

タ
オ
ル
を
か
け
る
等
し
て
60
％
程
度
の
湿
度
を

保
つ
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

６　

マ
ス
ク
を
す
る

　

マ
ス
ク
は
ウ
イ
ル
ス
を
体
の
中
に
入
る
の

を
防
ぐ
だ
け
で
な
く
、の
ど
と
鼻
を
乾
燥
か
ら

守
っ
て
く
れ
ま
す
。

７　

人
混
み
を
避
け
る

　

風
邪
が
流
行
の
時
期
、人
混
み
の
中
は
ウ
イ

ル
ス
が
多
い
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。寝
不
足
や

疲
れ
て
い
る
と
き
は
人
混
み
を
控
え
る
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

　

今
年
も
10
月
か
ら
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ

ン
の
接
種
が
可
能
で
す
。小
児
や
高
齢
者
は
補

助
制
度
が
あ
り
ま
す
。流
行
期
に
入
る
前
に
接

種
を
し
て
、予
防
と
重
症
化
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

　

家
族
ぐ
る
み
、地
域
ぐ
る
み
、職
場
ぐ
る
み
で

風
邪
や
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
お
よ
び
拡
大

を
防
い
で
快
適
で
楽
し
い
冬
を
過
ご
す
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

　内閣府および消防庁では、災害や武力攻撃などの発生時に備え、

全国瞬時警報システム（Ｊアラート）の全国一斉情報伝達訓練を

実施します。これにより、町でもつぎのとおり広報無線による試

験放送を行います。

　あくまでも訓練ですので、お間違いのないようご注意ください。

■実施日時　平成 28年 11月 29日㈫　午前 11時ころ
■実施内容　①広報無線による試験放送
　各世帯の広報無線機や屋外スピーカーから、機械の自動音声に
より試験放送を行います。
■放送内容　チャイム音
　「これはテストです。」×３回
　「こちらはこうほうつなんです。」　チャイム音
■お問い合わせ　総務課　総務班　℡ 765 − 3112

訓練
です !!

　

飲
食
店
や
給
食
施
設
な
ど
で
働
い
て
い
る
調

理
師
は
、調
理
師
法
で
２
年
ご
と
に「
調
理
師
業

務
従
事
者
届
」を
届
け
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

■
届
出
が
必
要
な
調
理
師

　

新
潟
県
内
に
あ
る
次
の
施
設
で
調
理
の
業
務

に
従
事
し
て
い
る
調
理
師

○
寄
宿
舎
、学
校
、病
院
、事
業
所
、社
会
福
祉
施

設
、介
護
老
人
保
健
施
設
、矯
正
施
設
、そ
の

他
の
給
食
施
設

調
理
師
免
許
を

　
　

お
持
ち
の
皆
さ
ま
へ

○
飲
食
店
営
業
、魚
介
類
販
売
業
、そ
う
ざ
い
製

造
業

■
調
査
時
点
お
よ
び
届
出
期
間

調
査
時
点

　

平
成
28
年
12
月
31
日
㈯

届
出
期
間

　

平
成
29
年
１
月
１
日
㈰
～
１
月
15
日
㈰

■
届
出
先

　

就
業
地
を
管
轄
す
る
県
地
域
振
興
局
健
康
福

祉（
環
境
）部

■
お
問
い
合
わ
せ

　

新
潟
県
福
祉
保
健
部
健
康
対
策
課

　

℡
０
２
５
‐
２
８
０
‐
５
９
３
４

「Ｊアラート」の
全国一斉情報伝達
訓練について

はーい

でーす

保健師

今月は
滝沢　章子
保健師
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11
月
６
日
㈰
に
鹿
渡
・
鹿
渡
新
田
集
落
の
老

人
会
行
事
「
新
そ
ば
を
味
わ
う
会
」
の
お
手
伝

い
を
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

こ
の
行
事
の
世
話
役
は
地
元
の
蕎
麦
打
ち
名

人
た
ち
。

何
日
も
前
か
ら
つ
な
ぎ
の
下
準
備
を
し
、
当

日
は
朝
早
く
か
ら
蕎
麦
を
打
ち
、
30
人
分
ほ
ど

の
蕎
麦
を
丁
寧
に
茹
で
続
け
て
い
ま
し
た
。
そ

ば
の
後
に
は
「
そ
ば
が
き
」
も
用
意
し
て
く
れ

て
い
て
、参
加
し
た
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
た
ち
は「
お

ら
は
こ
れ
（
そ
ば
が
き
）
を
楽
し
み
に
し
て
き

た
ん
だ
」
と
嬉
し
そ
う
に
味
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
行
事
は
３
年
ほ
ど
前
か
ら
地
元
の
そ
ば

打
ち
名
人
た
ち
に
よ
っ
て
始
め
ら
れ
た
、
比
較

的
新
し
い
行
事
な
の
だ
そ
う
で
す
。

参
加
者
の
中
に
は
、
老
人
会
の
旅
行
に
は
も

う
行
け
な
い
け
れ
ど
、
そ
ば
の
会
は
楽
し
み
に

参
加
し
て
い
る
、
と
い
う
方
も
多
く
い
ま
し
た
。

世
話
役
の
方
も
70
代
、
80
代
が
主
。

も
ろ
も
ろ
の
準
備
も
、
蕎
麦
打
ち
も
楽
々
こ

な
せ
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

「
来
年
も
で
き
る
か
わ
か
ら
な
い
が
、
元
気

な
う
ち
は
や
る
か
ら
、
ば
あ
ち
ゃ
ん
も
ま
た
こ

ら
っ
し
ゃ
い
」

と
帰
り
際
、
参
加
し
て
く
れ
た
皆
さ
ん
に
声

を
か
け
て
い
ま
し
た
。

「
こ
う
や
っ
て
み
ん
な
で
寄
っ
て
さ
べ
っ

ち
ょ
（
お
し
ゃ
べ
り
）
す
る
の
が
い
い
ん
だ
。

こ
れ
が
地
域
活
性
化
な
ん
だ
。」

と
誰
か
が
言
っ
て
い
ま
し
た
が
、

『
先
の
こ
と
は
わ
か
ら
な
い
。
で
も
今
で
き

る
こ
と
を
や
っ
て
、
こ
の
地
に
暮
ら
す
自
分
た

ち
が
楽
し
む
、
み
ん
な
で
そ
の
楽
し
み
を
共
有

す
る
。』

人
生
の
先
輩
た
ち
の
生
き
様
か
ら
、
そ
ん
な

大
切
な
こ
と
を
教
え
て
も
ら
っ
た
気
が
し
ま
す
。

ち
な
み
に
、
私
の
打
っ
た
蕎
麦
は
「
コ
ネ
が

足
り
な
い
け
ど
99
点
」
と
い
う
甘
い
評
価
を
い

た
だ
き
ま
し
た
（
笑
）

さ
ら
な
る
修
行
に
励
み
ま
す
（
笑
）

（
三
箇
地
区
：
松
本
）

地
域
お
こ
し
協
力
隊
だ
よ
り

前
回
の
編
集
会
議
で
雪

国
つ
な
ん
だ
よ
り
の
テ
ー

マ
が
「
雪
」
に
決
ま
り
ま

し
た
。で
は
、津
南
の「
雪
」

を
都
会
の
人
に
伝
え
る
に

は
ど
ん
な
企
画
が
い
い
の
で
し
ょ
う
？

編
集
会
議
の
メ
ン
バ
ー
に
宿
題
と
し
て
企

画
を
考
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。
す
る
と
20
案

近
く
の
企
画
案
が
！
し
か
も
ど
れ
も
編
集

テ
ー
マ
に
な
り
そ
う
な
も
の
ば
か
り
。「
雪
」

に
つ
い
て
伝
え
た
い
ネ
タ
が
た
く
さ
ん
あ
る

ん
で
す
ね
。

早
速
取
材
を
は

じ
め
た
い
と
こ
ろ

で
す
が
、
で
も
こ

こ
で
立
ち
止
ま
っ

て
考
え
な
け
れ
ば

い
け
な
い
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
そ
れ

は
「
伝
え
た
い
こ

と
」
が
ち
ゃ
ん
と

「
伝
わ
る
か
」
と

い
う
こ
と
。
読
ん

で
ほ
し
い
相
手
は
、

雪
国
の
暮
ら
し
を

知
ら
な
い
都
会
の

人
で
す
か
ら
、
そ

の
前
提
で
噛
み
砕

く
必
要
が
あ
り
ま

す
し
、
そ
も
そ
も
興
味
を
持
っ
て
も
ら
う
た

め
の
工
夫
も
必
要
に
な
る
で
し
ょ
う
。
ち
ゃ

ん
と
相
手
に
「
伝
わ
る
」
か
ど
う
か
。
そ
の

た
め
の
工
夫
を
考
え
る
こ
と
。
そ
れ
が
企
画

に
な
り
ま
す
。

ど
う
し
た
ら
「
伝
わ
る
」
企
画
に
な
る
の

か
。
ア
イ
デ
ア
を
カ
タ
チ
に
す
る
作
業
は
ま

だ
ま
だ
続
き
ま
す
。

津
南
町
情
報
発
信
ア
ド
バ
イ
ザ
ー　

フ
ジ
ノ
ケ
ン

雪に関する企画のネタがこんなにいっぱい。さてこれをどうやって伝わる企画にするか。

つなGO! プロジェクトのフェイスブックページもあります。みんなで編集会議の様子も随時
アップしていますので、いいね！をよろしくお願いします！
https://www.facebook.com/tsunagotsunan

TSUNAN
みんなで

編集会議

つなGO!プロジェクト

雪
国
つ
な
ん
だ
よ
り
制
作
進
行
中
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 もっともっと書を楽しんでほしい
— 8月29日　高橋清堂さん 作品集を寄贈 —

 大人の本気のおにごっこ
— 11月5日　Onigame —

 母校で結婚式 丸山宏樹さん祐香さん夫婦
— 10月15日　一生の思い出になる手作り結婚式 —

 安心のできるくらしづくりを支える活動
— 10月26日　民生委員樋口会長 新潟県から表彰 —

　辰ノ口出身の書家、高橋清堂さん(本名：清勝)から「書は難
しいものではない、手にとってもらって、ぜひ楽しんでほし
い。」と作品集を寄贈いただきました。
　町の図書室で見ることができます。書だけでなく、絵にも
挑戦されていて、まるで絵手紙のようで心も温かくなりま
すよ。

　日頃の運動不足解消や、仲間づくりに気軽に参加してほ
しいと、今回は日中ではなく午後５時半から旧中津小学校
を会場に行われました。参加者が逃走者となり、追跡する
おにから制限時間（90分間）内に走ったり隠れたりしなが
ら逃げ切れば勝ち。サングラスにスーツ姿のおにに途中で
捕まっても、クイズや缶蹴りの課題をクリアすることで捕
まった仲間を助けることができます。今回は逃走者全員が
捕まってしまいました。求む！挑戦者！

　26年間の長きにわたり、民生委員として社会福祉活動に
貢献された功績が認められ、新潟県から表彰状が贈られま
した。民生委員の会長でもある樋口さんに対して、上村町長
も「津南町は民生委員がしっかりしている。それが町の一つ
の自慢」と共に喜んでいました。

　昨年の春に閉校した外丸小学校。卒業生だった丸山宏樹
さんは結婚式の会場に、現在は閉校して使われていない母
校を活用することを提案。小学校の先生をしている新婦の
祐香さんとも相談し、友人らに協力を呼びかけました。
　晴れ姿を一目見ようと祐香さんの教え子や集落のお年寄
りまでたくさんの人が二人を祝福。同級生や地元の友人等
による心温まる手作りの結婚式が行われました。

↑作品集タイトル「童謡　唱歌をかく」

↑今回は逃走者 18 人が 3 人のおにに全員捕まりました。

↑米山隆一新潟県知事の就任日に授与されました

↑会場となった外丸小学校の体育館に 250 人以上が集まりました

↑式のあとは新郎新婦が豪快な福まきで参列者に幸せをおすそわけ
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 日々の健康を考える
— 11月3日　津南町健康まつり —

 ひまわりカードで地域に貢献
— 11月8日　町スタンプ会による寄附金贈呈式 —

 縄文文化を世界に発信
— 11月1日　日本郵便㈱　フレーム切手贈呈式 —

　今年は県知事選挙の日程により、いつもより遅く開催
された健康まつり。
　天気予報は雨でも、さすがは晴れの得意日。少々風が強
くても、会場の熱気は確かでした。
　認知症の相談会や、咀嚼力(噛む力)判断テスト、ジュー
スにどれくらいの砂糖が使われているかなど、普段あま
り意識しない、健康とは。を改めて考える催しとなりまし
た。盛りだくさんのこれら教室のほか、餅つきや露店、各
種バザーなども開かれました。

　活動を幅広く知ってもらうために会場に出店していた
つなん音声訳の会のコーナーでは、実際に音声訳をする
際に読めそうで読めない漢字をクイズ形式で出題。
　みなさん読めますか？
・注連縄　・案山子　　　・建立　・百舌鳥　・相殺　
・蝸牛　　・御御御付け　・身形　・暫く　　・漸く　　

（答えは次ページ下段に）

　代表を務める滝沢さんは、「もちろん分担してですが、
広報紙を音読すること、隅々まで読むことになり、誰より
も町の発信する情報に詳しくなれます。標準語と普段話
している"つなん弁"での発音は同じものもあれば違うも
のもある。そういったものを知るのも楽しいですよ。」
　みなさんも目に障害のあるかたのお手伝いをしてみま
せんか？

　町内のスタンプ加盟店で買い物をするとポイントがつく
「ひまわりカード」。満点になったカードを使うと、自動的に
１枚あたり10円分の寄附金となる。
　取り組みを始めて３年。スタンプ会が10枚分をひとつの
シートにまとめたものが400シート集まり、町スタンプ会が
現金化。４万円を町に寄付いただきました。
　寄附をうけた上村町長は「町内で買い物をしてくれた人
が社会に貢献できるありがたいシステムだ。」と感謝してい
ました。

　10月24日より、新潟県や長野県のあわせて641の郵便局
で記念フレーム切手が発売になりました。これは信濃川火
焔街道連携協議会が申請した『「なんだ、コレは！」信濃川流
域の火焔型土器と雪国文化』が日本遺産に登録された記念
に、そして東京オリンピック・パラリンピックの聖火台に火
焔型土器をモチーフにした聖火台が実現する後押しとして
日本郵便株式会社信越支社が限定発売をしたものです。
　青木局長は、より多くの国民の皆さまに、世界に広く縄文
文化を発信していく活動になればと話していました。

↑津南病院では看護師による血圧測定も

↑音声訳の体験コーナーでは早口ことば対決や録音体験が

↑上村町長に寄附をおこなった粉川会長（右）と杵縁さん（左） ↑構成する各自治体の首長と火焔型土器を手にする青木代表主幹地区統括局長
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KOKUHO KOKUHO KOKUHO KOKUHO KOKUHO
 KO

KU
HO
 K
OK
UH
O 
KO

KU
HO 

LETTER

国

だ
よ
り

恐
ろ
し
い
心
臓
疾
患
、

脳
卒
中
、糖
尿
病
は

予
防
で
き
る
！

健
診
結
果
を

　
生
活
習
慣
改
善
に
活
か
そ
う
！

▼
放
っ
て
お
け
な
い
！

　

生
活
習
慣
病

　

発
症
す
れ
ば
高
い
死
亡
率
、
亡
く
な
ら
な
く

て
も
寝
た
き
り
、
半
身
不
随
、
失
明
な
ど
を
引

き
起
こ
す
、
心
臓
疾
患
、
脳
卒
中
、
糖
尿
病
な

ど
の
恐
ろ
し
い
生
活
習
慣
病
は
、
自
覚
症
状
が

無
い
ま
ま
、
あ
る
日
そ
の
日
が
や
っ
て
き
ま
す
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
・
食
塩
、
脂
肪
等
の
過
剰
摂
取
な

ど
の
不
適
切
な
食
生
活
や
喫
煙
、
過
度
の
飲
酒
、

運
動
不
足
、
ス
ト
レ
ス
な
ど
、
不
健
康
な
生
活

習
慣
を
続
け
て
い
る
と
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン

ド
ロ
ー
ム
（
内
臓
脂
肪
症
候
群
）
の
川
を
下
り

始
め
、
最
後
に
は
生
活
習
慣
病
の
滝
を
転
げ
落

ち
て
し
ま
い
ま
す
。

▼
病
気
の
早
期
発
見
・
治
療
か
ら

　

生
活
習
慣
病
の
予
防
・
解
消
へ

　

生
活
習
慣
病
の
発
症
に
は
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク

シ
ン
ド
ロ
ー
ム
が
深
く
関
わ
っ
て
い
る
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
平
成
20
年
度
か
ら
、
こ
の
メ
タ
ボ

リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
に
着
目
し
た
特
定
健
診

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

特
定
健
診
は
、
こ
れ
ま
で
の
、
病
気
の
早
期

発
見
・
治
療
を
目
的
と
し
た
健
診
と
違
い
、
生

活
習
慣
病
の
予
防
や
解
消
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。

▼
受
け
っ
放
し
厳
禁
!!

　

健
診
結
果
を
確
認
し
ま
し
ょ
う

　

み
な
さ
ん
は
、
健
診
を
受
け
た
と
い
う
こ
と

だ
け
で
、
満
足
し
て
い
ま
せ
ん
か
？

　

健
診
を
受
け
て
も
、
そ
の
結
果
を
放
っ
て
お

い
て
は
意
味
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

健
診
の
結
果
を
よ
く
確
認
し
、
生
活
習
慣
の

改
善
や
病
気
の
予
防
に
役
立
て
ま
し
ょ
う
。

　

何
よ
り
、
自
分
で
生
活
習
慣
を
改
善
し
よ
う

と
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

▼
健
康
づ
く
り
を
サ
ポ
ー
ト
！

　

特
定
保
健
指
導

　

健
診
の
結
果
に
基
づ
き
、
生
活
習
慣
の
改
善

が
必
要
な
人
に
対
し
て
、
保
健
師
・
管
理
栄
養

士
が
保
健
指
導
を
行
い
ま
す
。

◇
対
象
者
に
は
特
定
保
健
指
導

　

健
診
を
受
け
た
人
が
、
自
分
の
健
康
状
態
を

把
握
し
、
生
活
習
慣
を
改
善
し
て
い
け
る
よ
う

に
、
保
健
師
・
管
理
栄
養
士
が
支
援
し
ま
す
。

　

特
定
保
健
指
導
で
は
、
特
定
健
診
の
結
果
か

ら
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の
判
定
基

準
を
超
え
て
い
る
か
ど
う
か
で
、
対
象
者
を

「
動
機
付
け
支
援
」
と
「
積
極
的
支
援
」
に
分
け
、

そ
れ
ぞ
れ
に
合
わ
せ
た
保
健
指
導
を
行
い
ま
す
。

◇
そ
の
他
の
保
健
指
導

　

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
以
外
に
も
、

津
南
町
に
多
い
高
血
圧
に
着
目
し
た
保
健
指
導

も
行
っ
て
い
ま
す
。

◇
受
診
勧
奨
を
行
う
場
合
が
あ
り
ま
す

　

健
診
結
果
か
ら
、
医
療
機
関
へ
の
受
診
勧
奨

お
よ
び
治
療
が
必
要
と
さ
れ
た
人
に
は
、
受
診

勧
奨
を
行
い
ま
す
。
自
覚
症
状
が
無
く
て
も
発

症
直
前
の
場
合
も
あ
り
ま
す
。
受
診
勧
奨
を
受

け
た
ら
、
自
己
判
断
を
せ
ず
に
必
ず
病
院
を
受

診
し
ま
し
ょ
う
。

▼
「
ち
ょ
っ
と
高
め
」
の
人
ほ
ど

　

気
を
付
け
て
!!

　

健
診
で
異
常
が
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
け
れ
ど
、

数
値
が
「
ち
ょ
っ
と
高
め
」
だ
っ
た
と
い
う
人

は
要
注
意
で
す
。　

　

数
値
は
、
各
年
の
数
値
を
比
較
し
て
み
る
こ

と
が
大
切
で
す
。「
ち
ょ
っ
と
高
め
」、「
以
前

よ
り
数
値
が
上
が
っ
た
」
と
い
う
人
は
、
危
険

信
号
が
灯
り
始
め
て
い
ま
す
！

　

保
健
指
導
の
対
象
に
な
ら
な
か
っ
た
人
で
も
、

気
に
な
る
こ
と
が
あ
る
と
き
は
、
医
師
や
保
健

師
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

▼
安
心
し
て
国
保
を

　

使
い
続
け
る
た
め
に

　

医
療
費
の
増
加
は
、
み
な
さ
ん
の
家
計
だ
け

で
な
く
、
国
保
の
運
営
に
も
大
き
な
影
響
を
与

え
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
の
よ
り
よ
い
生
活
習
慣
が
健
康
的

な
生
活
を
送
る
こ
と
に
繫
が
り
、
増
え
続
け
る

医
療
費
を
抑
制
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
安
心
し
て
国
保
を
使
い
続
け
る

た
め
に
も
、
健
診
や
保
健
指
導
を
活
用
し
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

福
祉
保
健
課　

保
険
班
・
健
康
班

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
４

＜前ページ 答え＞
・注連縄 ( しめなわ )　・案山子（かかし）　・建立（こんりゅう）　・百舌鳥（もず）　・相殺（そうさい）　
・蝸牛（かたつむり）　・御御御付け（おみおつけ）　・身形（みなり）　・暫く（しばらく）　・漸く（ようやく）
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さ
し
の
べ
て

あ
な
た
の
そ
の
手

い
ち
は
や
く

11
月
は
児
童
虐
待
防
止
推
進
月

間
で
す
。

上
記
の
図
で
示
し
た
と
お
り
、

児
童
虐
待
の
件
数
は
、
毎
年
増
加

し
て
お
り
、
速
報
値
で
す
が
27
年

に
は
10
万
件
を
超
え
ま
し
た
。
新

潟
県
を
見
る
と
、
減
少
し
た
年
も

あ
り
ま
し
た
が
、
３
年
連
続
で
増

加
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、「
子

ど
も
の
目
の
前
で
家
族
に
対
し
て

暴
力
を
ふ
る
う
Ｄ
Ｖ
」
も
虐
待
と

認
知
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と

も
関
連
し
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。

津
南
町
を
管
轄
し
て
い
る
南

魚
沼
児
童
相
談
所
に
お
い
て
も
、

１
０
０
件
を
超
え
て
い
ま
す
。
子

ど
も
の
虐
待
は
自
分
に
関
係
の
な

い
こ
と
だ
と
考
え
て
い
た
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
今
や
、
あ
な

た
の
身
の
回
り
で
も
、
実
際
に
起

こ
っ
て
い
る
こ
と
か
も
し
れ
な
い

の
で
す
。

下
記
に
虐
待
の
サ
イ
ン
の
一
例

を
示
し
ま
し
た
。

虐
待
は
家
庭
内
で
発
生
す
る
た
め
発
見
が
し

に
く
く
重
症
化
す
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
特
に

乳
児
の
場
合
死
に
至
る
ケ
ー
ス
が
あ
り
痛
ま
し

い
ニ
ュ
ー
ス
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

虐
待
を
受
け
て
い
る
子
ど
も
は
、
自
分
か
ら

「
助
け
て
」
と
は
言
え
ま
せ
ん
。
大
人
の
目
で

気
づ
い
て
あ
げ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
地
域
・

社
会
全
体
で
子
ど
も
た
ち
を
見
守
り
、
虐
待
を

防
止
す
る
意
識
を
一
人
ひ
と
り
が
持
ち
、
行
動

す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

児
童
虐
待
は
社
会
全
体
で

解
決
す
べ
き
問
題
で
す

子
ど
も
に
つ
い
て

・
い
つ
も
子
ど
も
の
泣
き
叫
ぶ
声

や
保
護
者
の
怒
鳴
り
声
が
す
る

・
不
自
然
な
傷
や
打
撲
の
あ
と
が

あ
る

・
衣
類
や
か
ら
だ
が
い
つ
も
汚
れ

て
い
る

・
落
ち
着
き
が
な
く
乱
暴
で
あ
る

・
表
情
が
乏
し
い
、
活
気
が
な
い

・
夜
遅
く
ま
で
一
人
で
遊
ん
で
い

る
保
護
者
に
つ
い
て

・
地
域
な
ど
と
交
流
が
少
な
く
孤

立
し
て
い
る

・
小
さ
い
子
ど
も
を
家
に
お
い
た

ま
ま
外
出
し
て
い
る

・
子
ど
も
の
養
育
に
関
し
て
拒
否

的
、
無
関
心
で
あ
る

・
子
ど
も
の
け
が
に
つ
い
て
不
自

然
な
説
明
を
す
る

子どもや保護者のこんなサインを見落としていませんか？

あなたの 1本のお電話で救われる子どもがいます。

児童虐待かもと思ったら
すぐにお電話をください
連絡は匿名で行うことも可能です。
連絡者や連絡内容に関する秘密は守られます。

児童相談所
全国共通
３桁ダイヤル ☎１

いち

８
はや

９
く

虐待相談対応件数 ※H27は確定値ではない
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新潟県・新潟市・魚沼圏域 全国

新潟市政令市移行

H27速報値!

新潟市
新潟県

全国
魚沼圏域

H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27
295 319 266 371 563 369 285 413 418

526 526 675 545 524 539 525 603 619 614 814 1,020
59 84 99 124 100 96 51 111 119 87 147 119

33,408 34,472 37,323 40,639 42,664 44,211 56,384 59,919 66,701 73,802 88,931 103,260



1 1 月の新着図書（一部掲載）
【大人の本】
●『恋のゴンドラ』�……… 東野�圭吾／著　実業之日本社
●『夜行』�………………………………………森見�登美彦／著　小学館
●『天子蒙塵　第１巻』�…………… 浅田�次郎／著　講談社
●『十二人の死にたい子どもたち』
　　……………………………………………………… 冲方�丁／著　文藝春秋
●『住友銀行秘史』�………………………國重�惇史／著　講談社
●『継続捜査ゼミ』�……………………………今野�敏／著　講談社
●『コクーン』�…………………………………葉真中�顕／著　光文社
●『雑談力』�………………………百田�尚樹／著　ＰＨＰ研究所

【子どもの本】
●『Ｘ‐０１ １』� ………………… あさの�あつこ／著�講談社
●『タイムボックス』
　　…………アンドリ・Ｓ・マグナソン／著　ＮＨＫ出版
●『ぞくぞく村のにじ色ドラゴン』
　　…………………………………………… 末吉�暁子／作　あかね書房
●『ノラネコぐんだん そらをとぶ』
　　………………………………………………… 工藤�ノリコ／著　白泉社
●『ぐずりっこフンガくん』
　　………………………………………………… 国松�エリカ／著　小学館

広報 14平成28年11月号

弥生 ― M a r c h ―

宮崎 真美／著　ブティック社 

『人気キャラクターいっぱいの
スイーツレシピ』

　リラックマの練りきりや、靴下にゃんこのカップケー
キ、小鳥のアイシングクッキーなど人気のキャラクター
やモチーフのスイーツレシピを写真で解説します。

…
今 

月 

の 

行 

事
…

　

11
月
15
日
は
七
五
三
で
す
。数
え
年
で

男
の
子
は
５
歳（
地
方
に
よ
っ
て
は
３
歳
）、

女
の
子
は
３
歳
と
７
歳
に
晴
れ
着
を
着
て

神
社
・
氏
神
に
参
拝
し
て
無
事
成
長
し
た

こ
と
を
感
謝
し
、将
来
の
幸
福
と
長
寿
を

お
祈
り
し
ま
す
。

　

元
々
、七
五
三
は
宮
中
や
公
家
の
行
事

で
し
た
が
、江
戸
時
代
に
は
一
般
的
に
広

く
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、３
歳
の
髪
置

き（
か
み
お
き
）の
儀
、５
歳
の
袴
着（
は
か

ま
ぎ
）の
儀
、７
歳
の
帯
解
き（
お
び
と
き
）

の
儀
の
儀
式
が
由
来
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、11
月
15
日
に
祝
う
こ
と
に
な
っ

た
の
は
、こ
の
日
が
二
十
八
宿
の
鬼
宿
日

（
き
し
ゅ
く
に
ち
）に
あ
た
り
、婚
礼
以
外

は
何
事
の
祝
い
事
に
も
吉
と
さ
れ
て
い
た

か
ら
で
す
。

　

な
お
、旧
暦
の
11
月
は
秋
の
実
り
を
神

に
感
謝
す
る
月
で
し
た
の
で
、そ
の
月
の

満
月
に
あ
た
る
15
日
に
氏
神
に
収
穫
を
感

謝
す
る
と
共
に
子
供
の
成
長
に
感
謝
・
祈

願
を
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

…
図
書
室
ベ
ス
ト
リ
ー
ダ
…

　

10
月
に
多
く
読
ま
れ
た
本
を
紹
介
し
ま
す
。

●
一
般
小
説�

『
あ
お
ぞ
ら
町　

春
子
さ
ん
の
ぼ
う
け
ん

と
推
理
』�

柴
田�
よ
し
き
／
著

『
猿
の
見
る
夢
』�

桐
野�
夏
生
／
著

『
ア
ン
マ
ー
と
ぼ
く
ら
』�

有
川�
浩
／
著

『
ス
タ
フ
』�

道
尾�

秀
介
／
著

『
天
才
』�

石
原�

慎
太
郎
／
著

●
自
然
科
学�

『
一
流
の
睡
眠
』　　
　
　
　

�

『
も
っ
と
知
り
た
い
医
者
だ
け
が
知
っ
て

い
る
本
当
の
話
』

『
た
っ
た
１
℃
が
体
を
変
え
る
』

土と自然を生きていく

−板場　正英さんから

吉野せい／著　弥生書房／出版社

私
が
こ
の
本
と
出
会
っ
た
の
は
、
昭
和

52
年
の
時
だ
っ
た
か
ら
、
も
う
40
年
に
な

る
の
だ
け
れ
ど
、
吉
野
せ
い
は
、
私
の
心

の
中
に
ず
ー
っ
と
生
き
続
け
て
光
り
輝
き
、

丁
度
私
の
年
令
が
彼
女
が
こ
の
本
を
書
い

た
年
令
と
同
じ
に
な
り
ま
し
た
。

阿
武
隈
山
脈
の
菊
竹
山
と
い
う
所
で
開

墾
小
作
農
民
と
し
て
生
き
抜
い
た
生
活
を

書
い
た
物
で
す
。

戦
争
を
は
さ
み
、
生
活
の
重
荷
、
労
働

の
過
重
、
６
人
の
子
ど
も
の
養
育
に
渾
身

の
血
汗
を
絞
っ
て
、
地
べ
た
を
這
い
ま
わ

る
百
姓
女
の
一
生
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。

深
夜
医
師
を
呼
ぶ
お
金
が
無
く
て
、
生

後
８
ヶ
月
の
次
女
を
失
っ
た
時
の
苦
し
み
、

悲
し
み
は
、
共
に
涙
を
流
さ
ず
に
は
い
ら

れ
ま
せ
ん
。

洟
を
た
ら
し
た
神
は
、
そ
で
を
洟
で
光

ら
せ
、
バ
リ
カ
ン
で
虎
刈
り
し
た
髪
を
ボ

サ
ボ
サ
に
の
ば
し
、
は
だ
し
で
野
山
を
走

り
回
る
、
数
え
年
６
才
の
ノ
ボ
ル
が
主
人

公
。
小
さ
い
体
に
妹
を
結
え
つ
け
ら
れ
、

洟
はな

をたらした神
紹介する本

福
ふ く

崎
ざ き

　やう子
こ

さん （辰ノ口）

『
０
～
５
歳
子
ど
も
の
味
覚
の
育
て
方
』

『
す
べ
て
の
疲
労
は
脳
が
原
因
』

●
児
童
書�

『
お
し
り
た
ん
て
い
』

『
び
ょ
う
い
ん
の
お
ば
け
ず
か
ん
』

『
６
年
１
組
黒
魔
女
さ
ん
が
通
る
』

『
ね
ず
み
の
騎
士
デ
ス
ペ
ロ
ー
の
物
語
』

『
動
物
探
偵
ミ
ア
』

●
絵
本�

『
う
さ
ぎ
マ
ン
シ
ョ
ン
』

『
え
だ
ま
め
き
ょ
う
だ
い
』

『
ぷ
ち
と
ま
と
ち
ゃ
ん
』

『
か
い
も
の
づ
く
し
』

『
エ
イ
ハ
ブ
船
長
と
白
い
ク
ジ
ラ
』

…
図
書
室
の
開
館
時
間
・
休
館
日
…

■
開
館
時
間　

平　

日　

９
時
～
18
時

　
　
　
　
　

��
土
日
祝　

８
時
30
分
～
17
時

■
休
館
日　

11
月
28
日
㈪
12
月
26
日
㈪

広報ライブラリー
今月の１冊

11月 −霜
し も つ き

月−

Pen Relay
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つ
な
ん
の
文
芸

短 歌

俳 句

砂
丘

雨あ
め

の
中な

か

田た

に
入い

り
稲い

ね

の
逞た

く
ま

し
く

　
　

根ね

を
張は

る
さ
ま
を
手て

に
握に

ぎ

り
み
る	

山
本
光
一

水み
ず

溜た
ま

り
の
水み

ず

撥は

ね
飛と

ば
し
幼お

さ
な

児ご

は

　
　

足あ
し

踏ふ

み
鳴な

ら
し
喜よ

ろ
こ

び
歩あ

ゆ

む	

津
端
恵
子

後う
し

ろ
足あ

し

に
埃ほ

こ
り

を
つ
け
て
カ
メ
ム
シ
の

　
　

わ
れ
に
向む

か
い
て
近ち

か

づ
き
き
た
る	

貝
澤
圭
子

雨あ
ま
ぐ
も雲
に
厚あ

つ

く
覆お

お

わ
れ
し
と
し
と
と

　
　

日ひ

す
が
ら
雨あ

め

の
今き

ょ
う日
は
読ど

く
し
ょ書
日び	

関
谷
郁
子

ス
ー
パ
ー
に
新し

ん
も
の物
秋さ

ん

ま

刀
魚
の
並な

ら

び
を
り

　
　

少す
こ

し
奢お

ご

り
て
高た

か

値ね

を
求も

と

む	

恩
田
久
美
子

盛も

り
砂す

な

に
「
エ
イ
エ
イ
エ
イ
」
と
声こ

え

合あ

わ
せ

　
　

鍬く
わ

入い

れ
の
儀ぎ

式し
き

無ぶ

じ事
に
済す

み
た
り	
丸
山
直
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
娘
夫
婦
の
家
新
築
地
鎮
祭
）

髪か
み

揺ゆ

ら
し
リ
ズ
ム
取と

る
孫ま

ご

十じ
ゅ
う

三さ
ん

歳さ
い

　

い
つ
し
か
す
で
に
乙お

と
め女
と
な
り
ぬ	

小
野
寺
恒
代

打う

ち
揚あ

が
る
花は

な

火び

の
名め

い

称し
ょ
う

「
天て

ん

地ち

人じ
ん

」　　
　
　

　
　

色い
ろ
あ
ざ鮮
や
か
に
火ひ

の
粉こ

を
散ち

ら
す	

高
橋
春
枝

マ
マ
ジ
イ
と
バ
バ
と
連れ

ん

呼こ

す
る
曽ひ

孫ま
ご

　
　

次つ
ぎ

の
言こ

と

葉ば

を
期き

待た
い

し
て
待ま

つ	

内
山
キ
ク

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
良
空
８
月
５
日
二
歳
な
り
）

屋や

ね根
を
打う

つ
雨あ

め

を
聞き

き
つ
つ
昼ひ

る
さ
が下
り
の

　
　

厨く
り
や

に
厚あ

つ

切ぎ

り
大だ

い
こ
ん根
煮に

を
り	

麻
績
初
恵

正し
ょ
う

月が
つ

の
手て

料り
ょ
う

理り

だ
け
は
と
動う

ご

か
ぬ
手て

　
　

駆く

し使
し
て
一ひ

と

日ひ

台だ
い

所ど
こ
ろ

に
立た

つ	

滝
沢
勝
枝

こ
の
町ま

ち

に
生う

ま
れ
て
育そ

だ

ち
老お

い
し
わ
れ
を

　
　

今い
ま

も
「
京き

ょ
う

ち
ゃ
ん
」
と
呼よ

ぶ
人ひ

と

の
あ
り	

風
巻
京
子

指し

き揮
者し

ゃ

に
は
あ
ら
ね
ど
落お

ち

葉ば

い
っ
せ
い
に

　
　

浮う

き
立た

ち
舞ま

ひ
て
ワ
ル
ツ
に
係か

か

は
る	

鈴
木
綾
子

め
ぐ
り
ゆ
く
心し

ん

字じ

の
池い

け

の
ほ
と
り
な
る

　
　

苔こ
け

は
秋あ

き

日び

の
光ひ

か
り

を
湛た

た

ふ
（
苔
寺
）	

萩
原
光
之

長
生
学
園

ご
く
ご
く
と
飲の

み
込こ

む
ご
と
き
音お

と

さ
せ
て

　
　

給き
ゅ
う

水す
い

解か
い
じ
ょ除
の
青あ

お

き
稲い

な

田だ

よ	

島
田
眞
之

個
人

生し
ょ
う

涯が
い

施し

設せ
つ

生い

き
よ
と
決き

め
た
夜

　
　
　

靜し
ず

か
に
眠ね

む

り
訪お

と
ず

れ
に
け
り	

清
水　

貞
子

岩
す
げ
俳
句
会
（
十
月
）

煮に

え
た
ぎ
る
蓋ふ

た

か
た
か
た
と
茸き

の
こ

鍋な
べ	

房　

良

稲い
な

雀す
ず
め
き
ゅ
う急
に
広ひ

ろ

が
り
な
だ
れ
落お

つ	

壽　

子

足あ
し
ば
や早
に
雲う

ん
す
い水
過す

ぐ
る
秋あ

き

彼ひ

岸が
ん	

千
年
雄

仁じ
ん
た
ん丹
の
こ
ぼ
れ
る
如ご

と

く
芋い

も

の
露つ

ゆ	

渡　

舟

渋し
ぶ
が
き柿
の
ま
だ
色い

ろ
あ
わ淡
く
し
て
た
わ
わ	

妙　

爽さ
わ

や
か
や
昨き

の
う日
の
手て

紙が
み

読よ

み
返か

え

し	

貞　

音お
と

立た

て
て
山や

ま

下お

り
て
来く

る
夕ゆ

立だ
ち

か
な	

酔　

花

赤あ
か

蜻と
ん
ぼ蛉
仲な

か

間ま

も
み
え
ず
夕ゆ

う

間ま

暮ぐ

れ	

美　

恵

山や
ま

葡ぶ

萄ど
う

ワ
イ
ン
と
な
り
て
我わ

れ

酔よ

わ
す	

冬
詩
子

こ
と
の
ほ
か
澄す

め
る
音ね

色い
ろ

や
残の

こ

る
虫む

し	

れ
い
子

名め
い
げ
つ月
や
梢こ

ず
え

を
透す

か
し
昇の

ぼ

り
来く

る	

芳　

司

あ
っ
た
か
ら
持も

っ
て
来き

た
と
の
萩は

ぎ
い
っ一
枝し	

兎　

月

車く
る
ま

椅い

す子
押お

し
た
秋あ

き

か
ら
三さ

ん
ね
ん年
忌き	

守　

人

鰯い
わ
し

焼や

く
ひ
と
日ひ

の
無ぶ

じ事
を
思お

も

ひ
つ
つ	

東　

川

遊
ぶ
事
も
出
来
な
い
の
だ
け
れ
ど
、
見
向

き
も
し
な
い
で
畑
仕
事
に
打
ち
込
ん
で
い

る
両
親
の
圏
内
に
入
っ
て
行
か
な
い
、
気

遣
い
出
来
る
子
な
の
だ
っ
た
。
そ
の
ノ
ボ

ル
が
一
斉
に
は
や
り
だ
し
た
、
２
銭
の
ヨ

ー
ヨ
ー
を
買
っ
て
欲
し
い
と
、
初
め
て
親

に
ね
だ
っ
た
。
だ
け
れ
ど
ヨ
ー
ヨ
ー
の
為

に
２
銭
を
使
う
わ
け
に
は
い
か
な
か
っ
た
。

親
の
言
う
事
を
じ
ー
っ
と
聞
い
て
い
た

ノ
ボ
ル
は
外
に
出
て
行
っ
た
。

そ
の
夜
、
吊
ラ
ン
プ
の
と
も
る
う
す
暗

い
小
屋
の
中
は
、
親
子
入
り
混
じ
っ
た
歓

声
が
湧
き
起
こ
っ
た
。

ノ
ボ
ル
が
ヨ
ー
ヨ
ー
を
作
り
あ
げ
た
の

だ
。
小
杉
の
中
枝
の
古
い
傷
が
ゆ
着
し
て

上
下
が
丸
く
盛
り
上
が
っ
た
部
分
を
材
料

に
し
て
、
ゆ
着
の
く
び
れ
て
い
る
中
央
に

深
く
み
ぞ
を
彫
り
込
み
、
凧
糸
を
油
で
磨

い
て
す
べ
り
を
よ
く
し
た
物
だ
っ
た
。
買

っ
た
物
と
は
形
は
違
う
が
、
狂
わ
な
い
均

衡
で
、
び
ゅ
ん
び
ゅ
ん
と
球
は
上
下
を
し

た
。私

が
感
動
し
た
の
は
、
70
才
を
過
ぎ
て

書
い
た
百
姓
ば
っ
ぱ
の
文
章
の
素
晴
ら
し

さ
。
小
手
先
の
文
章
で
無
く
、
土
と
自
然

に
頼
っ
て
生
き
て
い
く
、
人
間
と
し
て
の

生
き
方
の
間
違
い
無
さ
か
ら
来
る
説
得
力
。

私
に
と
っ
て
神
様
の
よ
う
な
存
在
の
人
で

す
。次

は
私
の
友
人
、
桑
原
弥
栄
子
さ
ん
に

リ
レ
ー
し
ま
す
。
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私
の
健
康
維
持
に
つ
い
て

今
年
の
健
康
ま
つ
り
は
、
当
初
の
予

定
の
10
月
16
日
が
県
知
事
選
挙
の
投
票

日
と
重
な
っ
た
た
め
、
11
月
3
日
に
保

健
セ
ン
タ
ー
周
辺
で
催
さ
れ
ま
し
た
。

町
内
で
沢
山
の
行
事
が
重
な
り
、
一
時
、

小
雨
や
強
風
で
屋
外
で
の
行
事
は
大
変

だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
大
勢

の
町
民
が
楽
し
ま
れ
た
と
思
い
ま
す
。

文
化
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル
で
は
、「
健

康
・
体
力
づ
く
り
１
０
０
日
運
動
」
達
成
者
の

表
彰
式
が
行
わ
れ
、
47
名
の
方
が
表
彰
さ
れ
ま

し
た
。
そ
の
う
ち
１
０
０
０
日
以
上
達
成
者
が

13
名
。
最
高
は
５
０
０
０
日
達
成
者
で
し
た
。

健
康
づ
く
り
の
た
め
に
努
力
さ
れ
て
い
る
方
が

沢
山
い
る
こ
と
に
感
心
し
ま
し
た
。

私
自
身
は
、
第
32
回
『
津
南
町
芸
能
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
』
に
参
加
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

『
が
ん
退
治
』
に
頑
張
り
ま
し
た
!!

心
と
身
体
が
健
康
で
長
生
き
し
た
い
と
願
う

こ
と
は
、
全
て
の
人
の
願
い
で
す
。
私
も
そ
の

一
人
と
し
て
、
毎
年
、
町
民
健
診
を
受
け
身
体

の
悪
い
所
を
探
し
て
頂
い
て
い
ま
す
。

三
年
前
、「
前
立
腺
が
ん
検
診
」
で
要
精
検

と
な
り
、
そ
の
後
、
病
院
で
の
経
過
観
察
と
な

り
、
昨
年
7
月
「
前
立
腺
が
ん
」
の
宣
告
を
受

け
投
薬
治
療
を
受
け
て
い
ま
し
た
。

今
年
6
月
か
ら
8
月
に
は
、
37
回
の
放
射
線

治
療
に
マ
イ
カ
ー
で
通
い
『
が
ん
』
退
治
に
励

み
ま
し
た
。
10
月
に
は
投
薬
治
療
は
と
り
あ
え

ず
終
了
と
な
り
ま
し
た
。

若
い
こ
ろ
は
、
仕
事
の
後
に
は
仲
間
と
茶
碗

酒
を
数
杯
…
の
無
類
の
酒
好
き
で
し
た
が
、
病

気
発
見
以
来
、
飲
酒
は
き
っ
ぱ
り
と
止
め
ま
し

た
。（
が
ん
が
完
全
に
治
癒
し
た
ら
再
開
…
と

思
っ
て
い
ま
す
。）

『
健
康
法
』
は
沢
山
あ
り
ま
す
!!

私
の
健
康
法
は
幾
つ
か
あ
り
ま
す
。

集
落
の
公
民
館
で
月
2
回
開
催
の
「
健
骨
体

操
」
に
は
家
内
と
出
来
る
限
り
参
加
。
家
庭
内

で
も
出
来
る
こ
と
を
継
続
し
て
い
ま
す
。
健
骨

体
操
は
身
体
を
動
か
す
だ
け
で
な
く
、
時
々
笑

い
、
楽
し
い
一
時
間
で
す
。
ま
た
、
参
加
者
の

仲
間
と
老
人
ク
ラ
ブ
の
打
合
せ
や
情
報
交
換
や

雑
談
も
楽
し
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

家
で
は
ラ
ジ
オ
体
操
、
現
役
時
代
に
覚
え
た

農
民
体
操
は
歌
を
口
ず
さ
み
な
が
ら
行
っ
て
い

ま
す
。

カ
ラ
オ
ケ
で
大
き
な
声
を
出
し
、
月
2
回
の

集
落
愛
好
会
の
仲
間
11
人
と
集
う
夜
は
待
ち
遠

し
い
ほ
ど
の
楽
し
み
で
す
。
課
題
曲
や
新
し
い

曲
を
マ
ス
タ
ー
し
、
歌
詞
の
暗
記
は
脳
の
活
性

化
に
も
な
り
ま
す
。

舞
踊
は
日
舞
の
山
田
先
生
の
門
下
生
と
し
て

ご
指
導
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、
自
分
の

お
気
に
入
り
の
曲
に
振
付
す
る
こ
と
も
楽
し
み

で
す
。
歌
詞
を
紙
に
記
し
振
り
を
書
い
て
い
き

ま
す
。
消
し
て
は
書
き
直
す
こ
と
数
回
…
。
完

成
し
た
時
は
ほ
っ
と
し
ま
す
。

農
業
は
少
し
ば
か
り
で
す
が
、
畑
作
は
指
導

書
を
見
な
が
ら
取
組
ん
で
い
ま
す
。
学
校
給
食

へ
の
提
供
も
あ
り
、
野
菜
作
り
の
楽
し
み
に

な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も『
人
生
』を
楽
し
み
た
い
!!

私
は
「
見
る
」「
聞
く
」「
演
ず
る
」
こ
と
が

大
好
き
な
人
間
で
す
。

N
Ｈ
Ｋ
の
ど
自
慢
、歌
コ
ン
、民
謡
魂
や
、各

地
で
開
催
さ
れ
る
舞
踊
、民
謡
の
発
表
会
や
講

演
会
等
は
余
裕
が
あ
る
限
り
、町
内
に
限
ら
ず

十
日
町
市
や
南
魚
沼
市
に
も
足
を
の
ば
し
ま
す
。

テ
レ
ビ
や
読
書
は
主
に
時
代
物
を
好
み
、
新

聞
の
短
歌
や
俳
句
を
読
ん
だ
り
、
自
ら
作
っ
た

り
す
る
こ
と
も
楽
し
み
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
病
気
や
怪
我
に
注
意
し
、
無

理
せ
ず
、
家
庭
人
と
し
て
、
社
会
の
一
員
と
し

て
、
人
生
を
楽
し
み
充
実
し
た
日
々
を
送
り
た

い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

宮
野
原
　
　
島
田
　
眞
之
さ
ん
（
81
歳
）

右から 2 人目が島田さん♡♡

見玉公園からニューグリーンビア津南を目指しました♡♡

参加者の皆と楽しいおしゃべりをしながら歩きました♡♡

10 月 18 日『高齢者あるけ歩け大会』参加しました♡♡

健康づくり健康づくり ア・ラ・カルトア・ラ・カルト
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変
化
観
音
の
准
提
観
音
菩
薩

津
南
町
で
は
、
石
仏
の
准じ
ゅ
ん

提て
い

観
音
菩
薩
は
、

舟
型
浮う
き

彫ぼ
り

立り
ゅ
う

像ぞ
う

の
造
り
で
上
加
用
に
１
体
あ
り

ま
す
。
薬や
く

師し

如に
ょ

来ら
い

と
聖し
ょ
う

観か
ん

音の
ん

と
と
も
に
公
民
館

に
祀
ら
れ
て
い
ま
す
。
も
う
１
体
は
反
里
口
の

お
堂
内
に
祀
ら
れ
て
い
ま
す
。

２
体
と
も
像
容
は
似
て
い
ま
す
が
、
上
加
用

の
准
提
観
音
菩
薩
の
像
容
を
よ
く
し
ま
す
と
、

１
面
６
臂び

で
丸
顔
の
や
さ
し
い
顔
を
し
て
い
ま

す
。
２
臂
で
合
掌
し
て
い
ま
す
。
右
手
は
施せ

無む

畏い

印い
ん

と
剣
を
持
っ
て
い
ま
す
。
左
手
は
如に
ょ

意い

宝ほ
う

幢ど
う

（
仏
法
の
目
印
の
旗
）
と
よ
く
解
り
ま
せ
ん

が
蓮
華
の
蕾
を
持
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。

瓜
生
中
『
仏
像
が
よ
く
わ
か
る
本
』
に
よ
り

ま
す
と
、
准
提
観
音
菩
薩
は
密
教
の
女
性
尊
で

真
言
宗
で
は
観
音
菩
薩
に
属
し
、
六
観
音
の
１

つ
に
数
え
ら
れ
ま
す
が
、
天
台
宗
は
仏ぶ
つ

母ぼ

と
い

う
仏
部
に
分
類
さ
れ
、
六
観
音
に
は
准
提
観
音

菩
薩
の
代
わ
り
に
不ふ

空く
う

羂け
ん

索さ
く

観
音
を
当
て
て
い

る
そ
う
で
す
。

准
提
観
音
菩
薩
の
お
姿
は
経
典
に
さ
ま
ざ
ま

に
説
か
れ
、
２
臂
か
ら
84
臂
ま
で
登
場
す
る
そ

う
で
す
。

仏
母
と
い
う
こ
と
か
ら
、
子
ど
も
を
授
け
る

准
提
観
音
菩
薩
と
し
て
信
仰
さ
れ
、
真
言
宗
の

「
聖し
ょ
う

宝ほ
う

」
と
い
う
僧
侶
が
求き
ゅ
う

児じ

法ほ
う

と
い
う
祈き

祷と
う

を
行
な
っ
た
結
果
、
朱す

雀じ
ゃ
く

天
皇
と
村
上
天
皇
が

誕
生
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

准
提
観
音
菩
薩
は
女
性
尊
で
あ
る
と
い
わ
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
聡
明
、
夫
婦
愛
、
他
者
へ
の

敬
愛
、
安
産
、
延
命
な
ど
を
女
性
が
祈
願
す
る

こ
と
で
、
効
験
が
よ
り
大
き
い
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。

准
提
観
音
菩
薩
が
い
つ
ご
ろ
日
本
に
伝
え
ら

れ
た
の
か
く
わ
し
い
こ
と
は
解
ら
な
い
そ
う
で

す
が
、
古
く
か
ら
こ
の
観
音
菩
薩
を
本
尊
と
し

て
、
子
授
け
に
御
利
益
の
あ
る
女
性
尊
の
加
持

祈
祷
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
と
、
西
国
三
十
三

所
霊
場
巡
り
を
果
た
し
た
先
達
が
、
そ
の
時
の

資
料
を
見
な
が
ら
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

変
化
観
音
の
准
提
観
音
菩
薩
だ
か
ら
で
し
ょ

う
か
、
津
南
町
に
は
石
仏
で
は
２
体
し
か
あ
り

ま
せ
ん
。
近
隣
で
も
少
な
い
よ
う
で
す
。『
日

本
石
仏
図
典
』
で
調
べ
て
も
、
作
例
は
あ
ま
り

多
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。
津
南
町
に
２
体
あ
る
の

が
信
仰
上
貴
重
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

ス
ナ
ッ
プ
写
真
で
振
り
返
る

Ｔ
ａ
ｐ
上
半
期
活
動
報
告

准提観音菩薩

津南町　上加用

Tap 事務局　【TEL】765-5776　【FAX】765-3596

彼岸市での遊びコーナー

商店街の皆さんとも交流できました

Oni game　会場は旧中津小学校　高校生や卒業生も参加してくれました

信越トレイルトレッキング

町内外からも参加していただき、新しいつながりが出来ました

津南まつり

初めて参加したおまつりパレード

子ども達と元気いっぱい楽しく踊りました

津
南
石
造
物
散
歩

つ
ま
り
石
仏
の
会

文
責 

桑
原
和
位

234
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子
ど
も
の
薬
の
飲
ま
せ
方

小
児
科
外
来
　
主
任
看
護
師
　
　
野
﨑
　
睦
美

子
ど
も
が
病
気
に
な
っ
た
時
、処
方
さ
れ
る
お
薬

で
す
が
、い
ろ
い
ろ
な
技
を
駆
使
し
て
苦
労
し
て
飲

ま
せ
て
い
る
方
が
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

飲
ま
せ
た
い
親
も
飲
み
た
く
な
い
子
ど
も
も
必

死
で
、ど
う
し
た
ら
い
い
の
か
途
方
に
く
れ
て
し
ま

う
こ
と
も
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。お
薬
を
飲
ま
な
い

子
ど
も
は
な
ぜ
飲
ま
な
い
の
か
？
子
ど
も
も
子
ど
も

な
り
に
理
由
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。苦
い
な
ど
の
味

の
問
題・親
が
無
理
や
り
飲
ま
せ
よ
う
と
し
て
い
る

の
を
察
知
し
て
い
る・病
気
で
体
が
つ
ら
い
な
ど
で
す
。

ま
ず
お
薬
を
飲
ま
せ
る
と
き
に
大
事
な
こ
と
は
、

楽
し
い
雰
囲
気
作
り
で
す
。親
が
必
死
の
形
相
で

言
っ
て
も
子
ど
も
は
嫌
な
も
の
だ
と
察
知
し
て
飲

み
ま
せ
ん
。食
後
の
ご
褒
美
を
あ
げ
る
よ
う
な
感

じ
で
雰
囲
気
作
り
を
し
て
あ
げ
る
と
い
い
と
思
い

ま
す
。基
本
的
に
お
薬
は
そ
の
ま
ま
か
お
水
で
溶

く
よ
う
に
し
ま
す
が
、難
し
い
場
合
は
な
る
べ
く
味

の
濃
い
も
の
が
苦
み
を
消
し
て
く
れ
る
の
で
お
勧

め
で
す
。た
だ
し
薬
に
よ
っ
て
は
混
ぜ
る
と
苦
み
が

出
る
も
の
も
あ
る
の
で
、薬
剤
師
さ
ん
な
ど
に
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。そ
し
て
、お
薬
を
飲
め
た
ら
た
く

さ
ん
褒
め
る
こ
と
も
大
事
で
す
。

ま
た
、ど
う
し
て
も
飲
ま
な
い
場
合
や
無
理
な

場
合
は
医
師
や
看
護
師
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

今
月
は
「
ね
ん
き
ん
月
間
」
で
す
。

ま
た
、
平
成
26
年
か
ら
は
毎
年
11
月
30

日
（
い
い
み
ら
い
）
を
「
年
金
の
日
」

と
も
し
て
い
ま
す
。

　
「
ね
ん
き
ん
月
間
」
は
、
国
民
の
皆

様
に
公
的
年
金
制
度
を
身
近
に
感
じ
て

も
ら
い
、
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
「
年
金
の
日
」
は
、
国
民
一
人

ひ
と
り
に
ご
自
身
の
年
金
記
録
や
公
的

年
金
の
受
給
見
込
み
額
を
確
認
し
て
も

ら
い
、
老
後
の
生
活
設
計
に
思
い
を
巡

ら
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。

病
院
歳
時
記

　

み
な
さ
ん
は
年
金
に
つ
い
て
ど
こ
ま

で
知
っ
て
い
ま
す
か
？
「
年
金
に
つ
い

て
知
り
た
い
。
で
も
人
に
聞
く
の
は

ち
ょ
っ
と
…
」
と
思
っ
て
い
る
そ
こ
の

あ
な
た
、
年
金
機
構
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ち
ょ
っ
と
の
ぞ
い
て
み
ま
せ
ん
か
？

ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
の
右
端
の
ほ
う
に
は
、

『
学
生
向
け
』『
キ
ッ
ズ
コ
ー
ナ
ー
』
や
、

漫
画
で
年
金
に
つ
い
て
詳
し
く
教
え
て

く
れ
る
『
マ
ン
ガ
コ
ー
ナ
ー
』
も
あ
り

ま
す
よ
。「
年
金
」
と
聞
く
と
難
し
そ

う
な
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
誰
に
で
も
関
係
の
あ
る
こ
と
で

す
。
少
し
で
も
年
金
に
つ
い
て
心
配
に

思
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
よ
う
で
し
た

ら
、
こ
ん
な
と
こ
ろ
か
ら
見
て
み
る
の

も
い
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は【
日
本
年
金
機
構
】

と
入
力
し
て
検
索
す
る
と
す
ぐ
に
出
て

き
ま
す
よ
。

■
お
問
い
合
わ
せ

・
六
日
町
年
金
事
務
所

　

℡
０
２
５
‐
７
１
６-

０
８
０
０

・
税
務
町
民
課　

町
民
班

　

℡
０
２
５
‐
７
６
５-

３
１
１
３

＜実施された行事＞
〔10月〕
	20,21,24,25日	 住民・議会懇談会
	 28日	 新潟県町村議会議長会正・副議長、
	 	 委員長研修会（新潟市）
	 31日	 十日町市・津南町・栄村議会連携協議会議長会議
〔11月〕
	 4日	 県町村自治に関する研修会（新潟市）
	 4日	 町村長と町村議長との意見交換会（新潟市）
	 4日	 国道405号未開通区間現地踏査懇談会
	 5日	 津南町農協合併50周年記念式典
	 8日	 全員協議会

議会コーナー
　毎月10日までに100日運動カードを提出いただい
たかたを、このコーナーでご紹介します（敬称略）

主な運動：ラジオ体操、ウォーキング、健骨体操、
　　　　　トレッキング他 

� 5400日�藤ノ木キミ(堂平）
� 4400日�板場キヨ（辰ノ口）
� 2500日�大倉トヨ（小下里）
� 1600日�大倉　進（小下里）
� 1500日�志賀春信（船山）
� 1200日�大倉アサ子（小下里）、
� �大倉マツ（小下里）
� 900日�磯部昌一（割野）

� 800日�涌井和子(割野）
� 700日�髙橋昭子（船山）
� 500日�大倉眞治（小下里）
� 300日�涌井キシ（割野）
� 100日�城沢作義（小下里）、
� �恩田百合子(鹿渡）、
� �山本マスイ(正面）

健康体力づくり100日運動
	 8日	 町内介護施設視察（総文福祉常任委員会）
	9日～10日	 全国議長会議（東京都）
	 13日	 狭山大茶会
	 15日	 第6回臨時会
	19日～20日	 SL飯山線ロマン号運行
＜今後予定されている行事＞
〔11月〕
	 21日	 全員協議会
	 30日	 平成29年度建策要望
〔12月〕
	 2日	 一般質問締切
	 6日	 議会運営委員会
	 6日	 全員協議会
	 9日	 平成29年度建策要望回答
	14日～16日	 第4回津南町議会定例会開会

11
月
は

「
ね
ん
き
ん
月
間
」

日
本
年
金
機
構
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
…
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ジ
オ
サ
イ
ト
を

探
検
し
隊
！

ジ
オ
サ
イ
ト
を

探
検
し
隊
！

ジ
オ
サ
イ
ト
を

探
検
し
隊
！

ジ
オ
サ
イ
ト
を

探
検
し
隊
！
メンバー募集中

■お問い合わせ
　ジオパーク推進室（なじょもん）　℡765ー 1600

　

そ
の
里
宮
は
、
小
赤
沢
集
落
に
十
二
社
と
と

も
に
苗
場
大
明
神
と
し
て
祀
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

苗
代
の
苗
の
成
長
が
悪
い
と
き
は
、
苗
場
大

明
神
の
お
札
を
貰
い
受
け
て
来
て
、
ヨ
シ
な
ど

に
付
け
て
水
口
に
立
て
、
成
長
が
良
く
な
る
よ

う
に
祈
っ
た
そ
う
で
す
。

　

毎
年
６
月
１
日
、
苗
場
神
社
に
て
苗
場
山
と

そ
の
周
辺
の
鳥
甲
山
、
佐
武
流
山
な
ど
の
山
開

き
の
儀
礼
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

＊
講
と
は
、
同
一
の
信
仰
を
持
つ
人
々
の
集
ま
り
で
、

講
中
と
は
、
そ
の
人
々
の
こ
と
。

　
　
《
モ
デ
ル
》　

上
郷
小
学
校　

１
年

　
　
　
　
　
　
　

八
重
沢　

幸
永（
こ
う
え
い
）さ
ん

　
　
　
　
　
　
　

髙
波　

若
葉（
わ
か
ば
）さ
ん

　

苗
場
山
は
、
９
合
目
か
ら
山
頂
に
か
け
て
平

坦
な
地
形
で
高
層
湿
原
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
に
は
、
池ち

塘と
う

と
呼
ば
れ
る
大
小
様
々
な
池

の
よ
う
な
も
の
が
点
在
し
、
そ
の
様
子
が
苗
代

の
よ
う
に
見
え
る
こ
と
か
ら
「
神
の
苗
代
田
」

と
呼
ば
れ
、
農
耕
の
神
様
と
し
て
祀ま
つ

ら
れ
て
き

た
歴
史
が
あ
り
ま
す
。
苗
場
講
と
称
す
る
講こ
う

中ち
ゅ
う

ら
が
参
拝
登
山
し
、
豊
穣
を
祈
念
し
ま
し
た
。

ジ
オ
サ
イ
ト
№
28

苗
場
神
社

左：苗場神社　右：十二社

池塘の数は約 3000 箇所とも言われる

山頂が平らな山
は

日本では珍しい
んだって。

「世話焼き機能付きイベント」をご存知ですか？
＊婚活ってどうすれば良いの？と思っている方
＊出会いから結婚までのアドバイスが欲しい…と思っている方
＊異性とうまく話せない…と悩んでいる方　などの方へおススメです♪

　新潟県「あなたの婚活」応援プロジェクト「認定イベント」の他に「世話焼き機能付きイベント」があるのをご存知でしょ

うか？今月は、この「世話焼き機能付きイベント」の 12 月実施イベント：中越会場分についてお知らせします。

イベント名 開催日 対象年齢 開催地 主催者

あったかホッコリ☆手漉き小国和紙を使った
灯りづくり＠中越編 12 月 11 日㈰ 25 歳以上 長岡市 ㈱トアイリンクス

クリスマス目前出会いパーティー
in Geo World VIP 12 月 18 日㈰ 25 歳以上 三条市 ㈱トアイリンクス

♪♪世話焼き機能付きイベントとは――
　●事業者がイベントやセミナー等の出会いの場を提供します。

　●また、「世話焼き」として出会いから結婚まで一貫したサポートを行います。

♪♪世話焼きとは――
　●事業者がコーディネーターを置き、相談窓口を設置しています。

♪♪相談窓口の例――
　●対面式による個別相談　●メールや電話で相談できる窓口の設置

　●イベント参加者へのアフターフォロー　　など

※詳しくは、『新潟県「あなたの婚活」応援プロジェクト　イベント情報』で

　検索してみてくださいね♥

しあわせ♡応援隊から

を込めて
愛

（2016 年 11 月 8 日時点情報）



戸 籍 の 窓

丸山　宏樹さん（外丸）
小堺　祐香さん（外丸） ｝
内山　浩二さん（芦ヶ崎）
大﨑　真由美さん（長岡市）｝
野沢　俊さん（割野）
氏本　千晴さん（十日町市）｝
本山　暁仁さん（反里）
中澤　宏美さん（反里） ｝

N
ajom

on Inform
ation

■人口10,092（−17）　男4,902（−8）　女5,190（−9）

■世帯数3,569（19）　■転入／ 14　■転出／ 17　■出生／ 6　■死亡／ 20　■婚姻／ 211月１日現在（　）内は前月比

津 南 町 の 人 口

●なじょもん
　クリスマス展
　11月26日㈯～12月25日㈰
　入場料／無料
　クリスマスをテーマとした手づく

り作品の展示会です。

●大人の石器づくり
　11月26日㈯　10：00～12:00
　講師に石器づくりの第一人者「岩

宿博物館」の小菅将夫氏をお招きし、

黒曜石で石槍をつくります。

　体験料／500円
　対　象／小学校高学年以上
　定　員／20名（要予約）

●12月23日～ 25日は
　なじょもんに集合!!
　無料の体験をご用意してお待ちしています。

　日程は下記をご覧ください。

昨年のクリスマス展の様子

大人の石器づくり

親指トントゥ

山田　柚
ゆず

葉
は

（正面）� 智也さん
� 絵里香さん

涌井　朝
あさ

陽
ひ

（割野）� 貴央さん
� ゆまさん

小野塚　楓
かえで

（上段）� 宏　さん
� あゆみさん

滝澤　英樹さん	 （53歳・赤沢）

桑原　雅行さん	 （58歳・貝坂）

清水　ヒデさん	 （95歳・田中）

城沢　輝信さん	 （80歳・小下里）

藤木　三枝さん	 （98歳・大井平）

石澤　武夫さん	 （98歳・鹿渡新田）

石澤　和雄さん	 （68歳・大赤沢）

鈴木　光榮さん	 （93歳・船山新田）

関沢　勝布さん	 （79歳・中子）

瀧澤　 一さん	 （94歳・正面）

髙橋　節さん	 （87歳・押付）

藤ノ木　一男さん	（74歳・堂平）

八 澤　伸一さん	（84歳・亀岡）

小島　宗平さん	 （84歳・芦ヶ崎）

山本　ハクさん	 （98歳・大割野）

12 月 【なじょもん☎ 765-5511】

日 時 プログラム 金額 対 象

4日㈰ 13:00～16:00 注連縄づくり 800 中学年から

11日㈰ 13:30～15:30 手漉き和紙の年賀状づくり 800 低学年から

18日㈰ 10:00～12:00 そば打ち 800 中学年から

23日㈷ 10:00～12:00 親指トントゥをつくろう　※要予約 無料 低学年から

24日㈯ 10:00～12:00 空き缶を転がしてアイスをつくろう　※要予約 無料 低学年から

25日㈰ 10:00～12:00 なじょもんのもち米で鏡餅づくりに挑戦してみよう
※要予約 無料 低学年から

※友の会の皆さんは半額です。

予約受付中 ! 当日受付も可
※ただし定員になり次第締切ります

　

と
っ
て
も
寒
く
な
っ
て
み
た
り
、

ま
た
暖
か
く
な
っ
て
み
た
り
。変
な

気
候
に
体
調
を
崩
さ
れ
た
か
た
も

い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。秋
の
山
も
色
づ
き
始
め
た

頃
に
雨
が
続
き
、紅
葉
も
あ
っ
と
い

う
間
に
終
わ
っ
て
し
ま
う
の
か
な
。

と
も
心
配
し
て
い
ま
し
た
が
、風
に

も
負
け
ず
今
年
は
案
外
紅
葉
を
長

く
楽
し
め
た
気
が
し
ま
す
。

　

９
月
に
行
わ
れ
た
公
共
政
策

フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、「
み
ん
な
雪
の

お
か
げ
」と
題
し
、学
生
達
が
智
恵

を
出
し
て
く
れ
ま
し
た
。今
後
は

広
報
紙
上
で
こ
の
テ
ー
マ
に
あ
わ

せ
て
雪
の
恵
み
を
写
し
た
写
真
を

募
集
す
る
企
画
、雪
に
係
わ
る
小

冊
子
に
つ
い
て
企
画（
つ
な
Ｇ
Ｏ
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
９
頁
参
照
）を
進
め
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
の
で
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

最
近
、こ
の
企
画
の
た
め
に
取

材
を
通
し
て
、「
こ
ん
な
に
雪
が
降

る
津
南
町
に
な
ぜ
住
ん
で
い
る
の

か
？
」と
い
う
素
朴
な
質
問
を
し
て

ま
す
。そ
の
中
に
津
南
町
の
い
い
と

こ
ろ
に「
四
季
が
は
っ
き
り
し
て
い

る
」と
挙
げ
ら
れ
る
か
た
が
い
ま
し

た
。四
季
が
な
く
、一
年
中
同
じ
景

色
と
い
う
の
と
は
違
い
、春
夏
秋
冬
。

そ
れ
ぞ
れ
は
っ
き
り
と
し
て
い

る
と
こ
ろ
が
好
き
だ
。と
い
う
こ

と
で
し
た
。

　

私
も
、な
ぜ
住
ん
で
い
る
の
か
？

と
い
う
質
問
は
答
え
が
な
か
な
か

見
つ
か
ら
な
い
の
で
す
が
、季
節
が

入
り
交
じ
り
な
が
ら
彩
る
世
界
が

好
き
で
す
。桜
が
咲
い
て
も
、な
ご

り
雪
。紅
葉
に
雪
化
粧
。ま
さ
に
こ

こ
に
住
ん
で
い
る
か
ら
こ
そ
見
れ

る
特
権
だ
な
と
感
じ
ま
す
。

���

小
島　

裕
輔

津南町防災メールに登録しよう！

［登録用メールアドレス］　reg-tsunan@tsunan.mail-mag.net

津南町に関する防災・気象情報の他、
火災・道路・クマの目撃情報等をメールにて配信!
■登録方法
QRコードを読み込むか下記のメールアドレスへ空メールを送信。
※迷惑メール設定の指定受信アドレス　info-tsunan@mail-mag.netQRコード
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この紙は
再生紙を
使っています

表
紙
の
写
真　

山
粧（
よ
そ
お
）う
と
は
、紅
葉
に

よ
っ
て
あ
た
か
も
山
が
化
粧
し
た
よ
う
な
景
色
を
言

う
そ
う
で
す
。11
月
２
日
の
よ
く
冷
え
た
朝
、苗
場
山

は
雪
化
粧
で
し
た
。（
前
倉
ト
ド
の
展
望
台
よ
り
）


